






























餌付けされた 2 集団を含む 22 集団が生息し、個体数
岡山県のニホンザルの分布調査
－ 2003 年度報告－
Distribution of Japanese macaque (Macaca fuscata) in Okayama prefecture
渡　邊　義　雄・林　　勝　治 *
*　広島県立大学
は 600 ～ 800 頭と推定された。ニホンザル生息地の主


















落合町で 2002 年 7 月に成体メス（推定 15 歳）、美甘
村で 2002 年 6 月に成体オス（推定 10 歳）に装着した。
落合町、美甘村で発信器を装着した個体が含まれる
群れをそれぞれ落合群、美甘群と呼ぶ。調査は、2002
年 8・9 月と 2003 年 2・3・8・9 月に行った。落合群
について群れの位置を確認できたのは 46 日であった。
そのうち、2002 年 8・9 月の調査では 19 日間遊動経
路を追跡することができた。また、美甘群について群
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2003 年 8・9 月の調査では 7 日間遊動経路を追跡する
ことができた。
　追跡中に、落合群で 2002 年 8 月 21 日、美甘群で





　図 1 は岡山県のニホンザルの分布を 3 次メッシュで
表した。なお、3 次メッシュの 1 区画は約 1 平方 Km
であるので、以下で用いられる面積は 3 次メッシュに
もとづいて算出した。1998 年からの調査で、岡山県
におけるニホンザルの行動域の広さは 452 平方 Km と
推定した。
　今回の調査では、落合群は 63 平方 Km、美甘群は







































　表 2 は、落合群で 2002 年 8 月 21 日、美甘群で


































びコナラ群落の広さ（17 平方 Km）を用い、N は落合
群、美甘群の全個体数（177 頭）と幼体を除いた個体










査では、落合群の行動域には 3 群約 80 頭、美甘群の
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